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お しらせ版
10月 の業務時間延長日

10/6,14,20,27

中央公民館ミ示暉●な
● 1階ロビー

美術コ…ナー①

●文化実習室

「第17回
■いつ 10月 10日

● 1階フロア…

10月 2日 から11月 30日 まで

春蘭 0万年青展」
＼
ヽ
い

油絵「奥入瀬」
故・梅津 五郎 氏 画 (白鷹町出身)

町に寄贈していただいた作品の中の一点です。

美術コ…ナ…②  9月 に引き続き10月 30日 まで

「趣味の工芸展」
菊地 寛 さん (横 田尻)

趣味として作 り始めた工芸品の数々を展示します。

特別展
しゅん らん     お  も  と

(金)～ 10月 15日 (水)午前 9時～午後 8時まで

者 財恙|ル 1欠夜舜 ‖|●」
石沢仰峰さんの書です。

ピアノコンサート～ふれあい～
▼いつ 10月 13日 (月 )午前10時30分 開演

▼どこで 滝野交流館

▼曲ロ ショパン「ノクターンJ、 童謡、萩野・滝野 。中山・鷹山小学校の校歌など

▼演奏 山形大学 4年 佐竹彩さん (全東北ピアノコンクール第 3位 )

*入場無料。申し込みは必要ありません。

■問い合わせ 鷹山地区公民館 (887-2502)

●鮎貝郵便局ロビー
「深山和紙作品展」

今 トミ子さん (鮎貝)

(10月 1日 から11月 28日 まで)

●鮎員地区公民館ギャラリー
「日本画展」
江口勝雄さん (鮎貝)

(9月 30日 まで)

「若鮎～およく
゛
～作品展」

鈴木末夫さん (鮎貝)

(10月 2日 から30日 まで)NO.881



１。
月
１
日
か
ら

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
パ
ソ
コ

ン
は
、
こ
れ
ま
で
粗
大
ご
み
や
不

燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
て
い
ま
し

た
が
、

１０
月
１
日
か
ら
は
、
「資
源

の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
回
収
は

郵
政
公
社
の
小
包
便

「ゆ
う
パ
ッ

ク
」
で
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
９
月
３。
日
以
前
に
購
入

し
た
パ
ソ
コ
ン
を
処
分
す
る
場
合

は
、
「
回
収
再
資
源
化
料
金
」
の
支

払
い
が
必
要
で
す
。

ま
た
、

１０
月
１
日
以
降
に
販
売

さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
「
Ｐ
Ｃ
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
ス
左
図
参
照
）

が
張
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る

際
に
、
「
回
収
再
資
源
化
料
金
」
が

パ
ソ
コ
ン
の
価
格
に
Ｌ
乗
せ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
す

の
で
、
廃

棄
処
分

の
際

に

は
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

家
庭
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す

●リサイクルの対象となる機器

rl  ■
=]I11■

―,

CRTディスプレイ

(液晶ディスプレイ)

士 埜ダ
L「

、

キーボードやマウス、
電源コード、ケーブル

●対象とならないもの

プリンタ

コだL量生竺芝圭」1」互喜デ・I.)

CRTディスプレイー体型パソコン

(液晶ディスプレイー体型パソコン)

デスクトップ型
パソコン本体

>角

い  rヽ

ノートブック型
パ ソコン

スキャナ

ほかに、ワープロ専用機、本体が

1キロ未満のパソコンなど

・）
、

*CRT(Cathode Ray Tude)=コ ンピューターの表示装置に用いられるブラウン管

●
回
収
再
資
源
化
料
金

９
月
１
日
現
在
、
発
表
さ
れ
て

い
る
メ
ー
カ
ー
の
設
定
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ル
リサイクル
▲PCリ サイクルマーク

回収再資源化料金

回収対象品 回収再資源化料金

・デスクトップ型パソコン本体 (デ ィスプレイ無し)

・ノー トブック型パソコン(一体型)

・液晶ディスプレイ(本体無し)

・液晶ディスプレイー体型パソコン

各3,000円 (税別)

・CRTデ ィスプレイ(本体無し)

・CRTデ ィスプレイー体型パソコン
各4,000円 (税月1)

・液晶ディスプレイ十パソコン本体
・CRTデ ィスプレイ+パソコン本体

各6,000円

または各7,000円 (税別)

②



菫

お客様の最寄りの郵便局に

回収を指示。お客様にエコ

ゆうノレク伝票を郵送します。

●パソコン回収とリサイクリレの仕組み

パソコンが不要 になつたら、メーカー

に回収を申 し込みます。その際、PC
リサイクルマークのない製品は費用 :

をこ負担 頂きます。

ヽメーカーから送られてくる振込用紙で
お支払いをお願いします。

パソコンを簡易梱包

し、伝票を貼付しま魂

最寄りの郵便局
*に

持ち込

むか、郵便局に戸口回収

の依頼の連絡をします。
*簡男郵便局を除きます。

お客様が大切にしていた

パソコンを、きちんと再

資源化しま魂

⑬ヽ

酉己送

分|

集めた使用済パソコン

を再資源化センターに

配送します。

お持ち込み

靭

ヽ「

●

回
収

の
手
順

①
消
費
者

（パ
ソ
コ
ン
所
有
者
）

が
当
該
製
品
の
メ
ー
カ
ー
窓
口

に
中
し
込
み
ま
す
。

②
平
成
１５
年
９
月
３。
日
以
前
に
購

入
し
た

「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ク
」
が
張
ら
れ
て
い
な
い
パ

ソ
コ
ン
の
場
合
は
、
「
回
収
再
資

源
化
料
金
」
の
支
払
い
が
必
要

と
な
り
、
最
初
に
そ
の
振
込
用

紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

＊
１。
月
１
日
以
降
に
購
人
し
た
パ

ソ
コ
ン
で

「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
」
が
張
ら
れ
て
い
る
場

合
は
不
要
で
す
。

③
各
メ
ー
カ
ー
が
、
あ
て
先
等
を

印
字
し
た

「
エ
コ
ゆ
う
パ
ッ
ク

伝
票
」
を
作
成
し
、
消
費
者

へ

郵
送
し
ま
す

（
「
回
収
再
資
源

化
料
金
」
の
支
払
い
が
必
要
な

場
合
、
払
い
込
み
確
認
後
に
郵

送
）
。

④
消
費
者
が
パ
ソ
コ
ン
を
こ
ん
包

し
、
エ
コ
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
を

貼
り
付
け
、
郵
便
局
（簡
易
郵
便

局
を
除
く
す
べ
て
の
郵
使
局
）

へ
集
荷
を
依
頼
す
る
か
、
窓
口

へ
持
ち
込
み
ま
す

（郵
送
料
は

「
回
収
再
資
源
化
料
金
」
に
含

み
ま
す
）
。

●パ ソコン リサイクル に参加予定のメーカー (五十音順 :9月 1日 現在 )

(株)ア イ・オー・データ機器、アイシーエムカスタマーサービス (株 )、 アップルコンピュータ (株 )、 (株)ア ド

テック、(株)イ ーヤマ、NEC三 菱電機ビジュアルシステムズ (株 )、 (株)エ ムシージェイ、LG電子ジャパン(株 )

沖電気工業 (株 )、 カシオ計算機 (株 )、 三洋電機 (株 )、 シャープ (株 )、 セイコーエプソン(株 )、 (株)ソ ーテック、

ソニー (株 )、 九十九電機 (株 )、 デルコンピュータ (株 )、 東京特殊電線 (株 )、 (株)東芝、 (株)ナナオ、 日本アイ・

ビー・エム (株 )、 日本サムスン(株 )、 日本電気 (株 )、 日本ビクター (株 )、 日本ヒューレット・パッカー ド(株 )、

日本ユニシス (株 )、 (株)日 立製作所、富士通 (株 )、 松下電器産業 (株 )、 三菱電機インフォメーションテクノロジ

ー (株 )、 (株 )リ コー、回ジテック (株 )

■お問い合わせ
詳しくは、当該製品のメーカー窓口にお問い合わせください。
また、各メーカーのお問い合わせ先一覧や回収再資源化料金などについては、
(社)電子情報技術産業協会ホームページ (httpプ/www.p⊂ 3rjp)を ご覧ください。

(町民課くらし・環境推進係 885-6131)
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●
農
業
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

「白
鷹
町
民
登
山
」
の

参
加
者
募
集

▼
い
つ
　

田
月
馬
日

（Ｈ
）
午
前
８

時
帥
分
集
合

▼
集
合
場
所
　
黒
鴨
　
黒
鴨
橋

▼
持
ち
物
　
林
食̈
、

雨
具
な
ど

▼
会
費
　
３
０
０
円

（写
真
代
）

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
山
岳
会

・
鈴

太
人
８
０
９
０
１
４
８
８
９
１
９
８

８

０

）

鮎
貝
区
内
の
優
れ
た
景
観
写
真

と
ス
ケ
ッ
チ
作
品
募
集

鮎
只
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
景

観
部
会

で
は
、

鮎
貝
区
内

の
す
ば
弓

し
い
景
観

の
写
真
や
ス
ケ

ツ
チ
を
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

▼
作

‐‐‐‐‐―
内
容
　
写
真
は
四
ツ
切
、

デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
の
時
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
で
も

‐‐∫
っ

ス
ケ

ッ
チ
は
人
き

さ
と
方
法
は

――ｌｌ
い
ま
せ
ん
．

▼
募
集
期
間
　
曜
月
ｌ
Ｈ
⌒月
）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
、
住
所

（小

。
中
学
生
の
場
合
は
学
校
名
Ｌ

学
年
）
、

氏
名
、

作
品
名
、

撮
影

⌒
ス

ケ

ッ
チ
）
場
所
を
善
い
て
、

鮎
県
地

区
公

民
館

ま
た
は
役
場
企

画
課
企

画

・
鮎
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

▼
発
表
　
鮎
県
地
区
公
民
館

「
ハ
ー

モ
ニ
ー
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」

に
１
カ
月
展

小
、
発
表
。
「鮎
只
郵
使
局

ロ
ビ
ー
」
に

も
展
示
。

▼
そ
の
他
　
家
や
蔵

の
写
真
な
ど
が

人
賞
し
た
場
合
は
、
応
募
と
と
作
品

対
象

の
所
有
と
に
も
記
念
品
を
差
し

―．
げ
ま
す
。
撮
影
の
際
は
、

所
有
青

に
お
声
掛
け
の
う
え
、

撮
影
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
企
画

・
鮎

県
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（８
絲
１
６

１
２
３
）

映
画
「蕨
野
行
（わ
ら
び
の

こ
う
と
上
映
の
ご
案
内

▼

い

つ
　

ｍ
月

５
日

（日
）

１
‐‐‐‐
日
　
午

前

ｍ
時

～

２
回
日
　
午

後

２
時

～

▼
ど

こ
で
　

バ

ワ
ー
セ

ン
タ
ー
白
鷹

▼
料
金

。
前
売
券

．
般

　

１
２
０
０
円

シ
ル
バ
ー

（
ｍ
歳

以
―．
）
１
０
０
０
円

（前
売
券

は
、

ハ

ワ
ー

セ

ン
タ
ー
白

鷹
ま

た
は
各
地

区
公

民
館

。
社
会

福

祉
協

議
会

で
取

り
扱

っ
て

い
ま
す

）

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

白
鷹

（富
％
ｌ

ｏ
ｏ
０
１
）

県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集

県
営
白
鷹
ア
バ
ー
ト

▼
所
在
地
　
白
鷹
町
人
字
荒
砥
乙
１

′１
８
２
１

１

（東
中
学
校
南
側
）

▼
―ｌｉｌ
取
り
　
６
十
６
＋
４

・
５
＝

‐―ｌｌ

＋
ダ
イ

エ
ン
グ
キ

ッ
チ
シ

シ ′
1ヽ 人  ‐・

ソレ  ・ ′
i′
: 1, l``

′ヾ  ||| ・     ||
|  

′`
i4 F'li  l  ιゝ
′
11 本交 7

1    /11()

()    1         ()

()()1 1]J
()()■
|[l()()

]J()

ll

１０
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
１０
月
２７
日

（月
）
で
す
。
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
１０
月
１０
日

（金
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
員
会
農
政
振
興
係

（奮
％
１
６
１
２
８
）

▼
募
集

〃
数
　
１
戸

▼
家
賃
　
月
額
１
万
２
７
０
０
円
～

２
万
７
９
０
０
円

（敷
金
は
家
賃

の

３
カ
月
分
）

県
営
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
ー
号

▼
所
在
地
　
白
鷹
町
人
字
荒
低
乙
７

２
５
１

１

（あ
ら
と
保
台
田
西
側
）

▼
――１１
取
り
　
８
＋
６
十
６
畳
問
十
ダ

イ

ニ
ン
グ
キ

ッ
チ
ン

▼
募
集
戸
数
　

，
一戸

▼
家
賃
　
月
額
２
万
３
８
０
０
円
～

５
万
２
３
０
０
円

（敷
金
は
家
賃
の

３
カ
月
分
）

い
ず
れ
も

▼
中
込
資
格
　
人
居
す
る
世

′１１１
の
収

人
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
額
以
ド
で
、

■
――――
い
合
わ
せ
　
山
形
県
す
ま
い
情

報
セ
ン
タ
ー
西
置
賜
Ｉ
務
所

（置
賜

総
合
支
庁
西
庁
合
内

・
８
８
１

５
６

」わ
１
）

２２
世
紀
の
森
づ
く
リ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

近
年

増
加

し

て

い
る
松

く

い
虫
被

古

林

の
伐
採

跡
地

ヘ
ブ

ナ

の
水

を
植

栽

し
、

森

を
よ

み
が
え

ら
せ
る
作
業

で
す
．

▼

い

つ
　

Ю
月

ヽ
日

（Ｌ
）
午
前

９

時

駒
分

～

▼

ど

こ

で
　

，ふ
る

さ

と

森

林

公

田

ロ
ー

ラ
ー
す

べ
り
台

Ｌ
部

の
松
林

伐

採
跡

地

▼
募
集

人
数

　

「
人

（先
着

順

）

▼
参

加
件
（　
５
０
０
円

3
▼ 1()V卜」
人 |1受 几::

几il⌒ 付 す
い」金 り明 る
含ヒ ン`

 F‖ 来見
‖ケ       方矢

'サ

1   1()力 ゞ
りi い

11  1 る
月   口 か
11  ⌒ た
イ1」    イく

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
”
一阻
紀

の

森
づ
く
り
の
会
事
務
局

（西
置
賜
ふ

る
さ
と
森
林
組
合
内

・
雪
％
１

２
３

１
０
）

行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

ｍ
月

節
Ｈ

（
月
）
か
ら

％
日

（
日
）

ま

で
は

「行
政
相

談
週

―――！
」

に
な

っ

て

い
ま
す
。

行

政

に

つ
い
て
納
得

の

い
か
な

い
こ
と
、

困

っ
て

い
る

こ
と
、

要
望

し
た

い

こ
Ｌ
な
ど
秘
密
厳
守

で

相
談

に
応

じ
ま
す
．

▼

い

つ
　

ｍ
月

隔
Ｈ

（水

）
午

前

ｍ

時

～
午
後

３
時

▼
ど

こ
で
　

と

人
福

祉

セ

ン
タ
ー

▼
担
当
　

奥
山

‐１１
雄

（行

政
相
談
秀

［［
（）

■
問

い
合

わ

せ
　

健
康
福

祉

課
福

祉

係

（８
絲
１
０
ｌ
ｌ
ｌ
）

司
法
書
士
法
律
相
談
会

▼

い

つ
　

ｍ
月

４

Ｈ

（Ｌ
）
午

前

ｍ

時

～
午
後
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1()り |は、 1ど もたちに秋を「食」で感じてもらおうと、献立を作成しました。 7日
には、山形名物の「いも煮1を味わっても弓おうと考えています。その際使用する材

料 (調味料を除くサトイモ、 人根、 ネギなど)は、‖
1‐ 内産のものとし、そしてこの日

を「
|′ J鷹 農産物の日Jと いうことで

「
どもたちに紹介します。また、舅日には、

「もってのほかおひたし|が 子ヽ場します。今年度は、蚕桑小4年 生の皆さん、鷹山小

3年 生の持さスプにもってのほかの花びらとりを体験していただく予定です。今では菊

などになかなか触れる機会のない rど もたちは、どのような感想をもってくオ1る で

しょうか。菊の量の多さに驚きながらも、自分たちで給食の材料を準備すれば、おひ

たしの味もまた違ってくるのではないでしょうか。

このように、調J甲 場では、 rど もたちが「給食Jだけでなく「食Jを通じて季節の

料ITや山1形 の行事を感じてもらえるように、 手伝いをしていきたいです。

今月のおらほの食材
町内産 ネギ、自菜、キュウリ、 リンゴ、 シイタケ、マイタケ、枝豆、食用菊

県内産 シメジ、エノキタケ

需肉r「 じ[二 1漬 ひ■tる  春雨スー

' 7し
,三

十t,_
☆町の農産物を味わおう『枝豆の利菓子』☆ ■はん キ:[

ごはん 牛]サ ポーフカじ
□|ケ  ヨークルトサラダ

●「結婚相談室」の開設 ▼いつ 10月 14日 (火 )午後 3時～ 7時 ▼どこで 老人福祉センター(荒砥 lllJ区 公民館東側)④
▼相談料 無料 ■問い合わせ 商工観光課 (雪 85-6136)

【10月 の学校給食献立表】
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（山
形
市
）

▼
内
容

・
土
地
、

建
物
、
会
社

の
登
記
に
関

す
る
相
談

・
小
額

の
裁
判
に
関
す
る
相
談

・
ク
レ
ジ

ツ
ト
、

サ
ラ
金
な
ど

の
多

重
債
務
に
関
す
る
相
談

■
相
談
電
話
番
号
　
（営
０
２
３
１

６
３
４
１

０
４
１
１
）

西
置
賜
防
火
研
修
会

火
災
や
地
震
時

の
状
況
を
ぜ

ひ
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
１０
月
１７
日
（金
）
午
後
１
時

～
４
時
３０
分

▼
ど

こ
で
　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防

本
部

▼
内
容

①
奥
さ
ま
防
災
博
士
の
講
演

「主
婦

と
防
災
」

②
各
種
体
験

（防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

③
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

＊
参
加
無
料
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、

消
防
本
部
予
防
課
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
間
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課

（雪
８８
‐
・
７
９

７
）

長
井
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、

水
中
体
操
、

基

本
泳
法
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

▼
い
つ

・
午
前
の
部

（１０
時
～
Ｈ
時
）
月
、

火
、

木
、
土
曜
日

・
午
後

の
部

（１
時
～
２
時
）
火
曜

日
の
み

・
夜
間
の
部

（７
時
２０
分
～
８
時
２０

分
）
火
、

金
曜
日

▼
ど
こ
で
　
置
賜
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

屋
内
プ
ー
ル

（長
井
市
）

▼
会
費
　
入
会
金
３
１
５
０
円
、

月

会
費
３
３
６
０
円

（週
１
回
）
、
５
２

５
０
円

（週
２
回
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ
　
長
井

ス
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

（８
８８
‐

・
６
３
２
）

住
宅
・土
地
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１０
月
１
日
、
全
国
で
住
宅

・
土
地

統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
豊
か
な

暮
ら
し
、

や
さ
し
い
住
ま
い
の
た
め

の
大
切
な
調
査
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
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問
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情
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遺
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平
和
の
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象
者

の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

１
９
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５
年
９
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以
後
、

戦
争
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お
お
む
ね
１
年

以
内
に
死
亡

沖
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に
関
連

す
る
作
戦
や
戦
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亡 沖
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や
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亡

区
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1946.9.6

1945.3.26
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1944.3.22～
1945.3.25

期

間

沖
縄
県

の
区
域

内 沖
縄
県

の
区
域

を
除
く

南
西
諸

島
周
辺

南
西
諸

島
周
辺

場
所

■
私 が 薦 め る 一 冊 図 書 館 協 議 会 委 員 布 施  昭

一

「くわご」・「続 くわご」

<わご刊行会 編

本書は、当町に隣接する東村山郡山辺町の在住者または同町 |

にゆかりのかたがたが、遠い過去となった幼少期の体験談や思 |

い出の記を素朴で確実な筆致で綴 られた作品を単行本にまと |
めた物である。初めの『くわご』は平成 14年 3月 に「忘れられな |
い子どもの頃」の副題を付して、一般公募に応じて原稿をよせ |
られた、上は 90歳から21歳の若い方まで、105人の手記が掲載 |
され発刊された。これがマスコミでも取り上げられたこともあ

|

り、町内外の多数の購読者の間で大好評を得たという。その後、
|

わたしも書きたいという執筆希望者が続出したことを受けて、
|

編集委員会を再編して『続くわご』の刊行に踏み切ったとのこ
|

とである。続編の執筆も大正・昭和に子ども時代を過ごしたか |

たがたが前編を上回る 115人 にのぼり、本年 5月 に 2冊 目とな |

る『続くわご』が発行になった。               |
両誌とも表紙絵並びに押絵も白鷹町出身の故打田早苗先生 |

の「童歳時記」の作品で飾られていて、本文をよリー層引き立て |

ている。本文中の漢字にはふりがなを付してお り、子どもから |

お年寄 りまで容易に読めるように配慮されている。装丁もハー
|

ドカバーで立派な造 りである。内容にはあえてふれないが、ぜ
|

ひご一読なされることをお薦めする。

■今月の新刊
アミノ酸できれいになる、元気になる・大谷勝/雨の匂い・樋口

有介/生きる言葉・五木寛之/お くのほそ道解釈辞典・堀切実/
祇園の教訓・岩崎峰子/熊野の誘惑・牧野貞之/黒い悪魔・佐藤

賢一/国籍不明・麻野涼/仕事と人生で成功する人の図で考える

習慣・久恒啓―/私設柳田国男・桜井徳太郎/10年後の「結婚 し

ないかもしれない知れない症候群」・谷村志穂/炭のすべてがよく

わかる炭のかがく・柳沼力夫/なぜダムはいらないのか 。藤原信

/農のモノサシ・山下惣―/デ ットエン ドの思い出・よしもとば

なな/突然死あなたは大丈夫 ?。 南淵明弘/と るにたらないもの

もの・江口香織/山形昆虫記・宮沢輝夫/瞳の中の大河・沢村凛

●
パ
レ
ス
松
風
の
休
業
に
つ
い
て
…
１０
月
１４
日

（火
）
、
パ
レ
ス
松
風
で
は
機
械
類
の
点
検
の
た
め
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

パ
レ
ス
松
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）
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詳
し
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せ
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だ

さ
い
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■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
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課
福
祉

係

（雪
８６
‐
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０
０
・
）

法
人
土
地
基
本
調
査

・法
人

建
物
調
査
に
ご
協
力
を

９
月
～
１０
月
に
、
全
国
の
約
４９
万

法
人
を
対
象
に

「法
人
土
地
基
本
調

査

・
法
人
建
物
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
総
合
政
策
室
政

策
企
画
課

（８
０
２
３
１
６
３
０
１

２
２
３
５
）

山
形
県
最
低
賃
金
額
が
改
定

に
な
り
ま
す

１０
月
１
日
か
ら
次

の
と
お
り
改
定

に
な
り
ま
す
。

第 196回 お話の会
10月 4日  土曜日 午前10時より  図書館にて

紙芝居や読み聞かせをおこないま

す。高校生のおにいちゃん、おね

えちゃんが待っているよ。みんな

でおいでください。

■10月 の休館 日 10/6、 13、 19、 27■

10月のパソコン講習会

◆対象 20歳から64歳 (求職者のかたを優先させていただきます)

◆定員 20人
◆受講料 無料 (テキスト代は実費)

◆会場・問い合わせ 白鷹町総合情報センター (886-0151)

。   ●移動内職オロ談I昌ヌ合忍唇
14呂

Ыはね霧巽
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▼
最
低
賃
金
額
　
１
時
間
６
０
６
円

（現
行
６
０
５
円
）

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
労
働
局
賃
金

去六
８
０
２
３
１
６
２
４
１
８
２
２
４
）

お
詫
び
と
訂
正

９
月
１２
日
号
の
国
民
文
化
祭

の
伝

統
芸
能
祭

の
内
容
で

「狐
ま

つ
り
奴

ふ
り

。
花
嫁
行
列
」
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、

「狐
ま

つ
り
奴
ふ
り

・

七
福
神
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

期 日 時   間 予定の講習会 容内

10月 20日 (月 )

午前10時
～午後 5時

仕事に役立つ
簡単エクセル

エクセル (表計算)の基本操作を
勉強します。基本をおさえれば、
いろんな 「表」がつくれます。

10月 22日 Ok)
10月 24日 (金 )



神経芽細胞種検査の尿提出日

神経芽細胞種は子どもに多いガンの一種

です。早期発見・早期治療のために、生

後6～ 7カ 月の赤ちゃんの尿を検査して

います。

●日時 :10月 7日 (火)午前10時 まで、健

康福祉センターにお届けください。
*提 出予備日 :10月 14日 (火 )

●対象児 :平成15年 3月 生まれ

離乳食教室

●日時:10月 28日 (火 )

午前 9時30分～11時 30分

●会場 :健康福祉センター

●対象者 :離乳食を学んでみたいかた

●持ち物 :母子健康手帳、エプロン、筆記

用具

●参加費 :300円

。
・ 2」濱詮

:10月 れ日 (金)までお電言舌く

*お子さん連れのかたに、保育の場を準備

します。申し込みのときにご予約くださ

い 。

赤ちゃん健診

●日程

月  日 健  診 対象児

10月 1日 (水 )

3カ 月児 平成15年 6月 生まれ
9カ 月児 平成14年 12月 生まれ

10月 23日 (本 ) 3歳児
平成12年 5月 1日
～ 6月 20日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間 :

3カ 月児…昼12時 30分～午後1時

9カ 月児…午後 1時～ 1時 20分

3歳児……昼12時 30分～午後1時

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、事

前に郵送された間診票、 3カ 月児健診の

かたは予防接種予診票

●注意 :

*母子健康手帳の「保護者の記録Jを必ず

記入しておいでください。

*3カ 月児健診と9カ 月児健診を同日に開

催し、受付時間をずらしています。待ち

時間を少なくするためですので、ご協力

ください。

*お 子さんが当日具合がわるかったり、最

近人にうつる可能性のある病気 (水ぼう

そう、手足口病、突発性発疹、とびひなど)

にかかった時は前もってご連絡ください。

ポリオ予防接種

小児マヒを予防するために予防接種を行

っています。

●日程 :10月 7日  (火 )

●受付時間 :午後 1時～ 1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回 目を受けるかた…

平成15年 4月 1日 ～6月 30日 生まれ

2回 目を受けるかた…

平成14年 10月 1日 ～12月 31日 生まれ

*対象以外のお子さんで、接種を希望する

かたはご連絡ください。

●持ち物 :予 防接種予診票、母子健康手帳

日本 語 の 通 訳 が 必 要 な か た ヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

健診などで、通訳をお願いすることができ

ます。必要なかたは、早めにご連絡ください。

総合検診

(結核。基本・胃がん。大腸がん。子Lがん・

子宮がん。前立腺がん。肝炎ウイルス検診)

月  日 場  所 対象町内

10月 14日 (火 ) 健康福祉センター 出来町1・ 2、

横町1・ 2、 仲町1・ 2

10月 15日 (水 ) 健康福祉センター
仲町3・ 4、 菖蒲1・ 2、

下山、佐野原、大瀬

10月 27日 (月 ) 健康福祉センター 【女性の日】
中山.東根地区の女性

10月 の町立病院救急診療医師
夜間、土曜、 日曜、祝目等の救急診療における医師の担当科です。救急診療を受け

る場合の参考にしてください。なお、都合により変更になる場合がありますので、ご
了承願います。

日直 (土曜、 日曜、祝 日の昼間)及び当直 (夜間 )

日 昼   間 昼   rnH 夜   間

1 17 肉   湖

2 木 内 斗 18 土 内   科 肉   瀾

金 内 斗 日 内   科 肉   月

4 士 肉   親 内 20 月 肉   利

5 日 肉   親 内 火 夕ヽ     潤

6 月 内 水 夕ヽ    お当
7 火 木 岸婦 人科
8 内   科

9 木 産婦人 土 岸婦 人科 産婦 人科
10 金 内 日 産婦 人科 産婦 人科

十 澤 力畠 人刊 産婦 人 斗 月 夕ヽ    矛J
日 産婦人科 産婦 人 斗 28 火 夕ヽ    禾斗
月 未   定 斗 夕ヽ    お当

14 火 斗 30 木 摯形外科

斗 金 内   科

六 東女
lι 夕ヽ 斗
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*当 初、東部4町内は10月 15日 の予定でし

たが、送迎バス巡回の都合で 9月 29日 に

変更させていただきます。ご迷惑をおか

けしますがご了承ください。

●受付時間 :

*10月 27日 の女性の日は、午前のみの検診
です。ご注意ください。

●料金

*70歳以上 (昭 和9年4月 1日 以前生まれ)

のかたはすべて無料です。

●対象者 :

・結核検診・基本検診…

昭和60年 4月 1日 以前に生まれたかた
。子宮がん・乳がん検診…

昭和49年 4月 1日 以前に生まれたかた
。胃がん・大腸がん・前立腺がん検診…

昭和39年 4月 1日 以前に生まれかた
・肝炎ウイルス検診…節目を迎えるかた

愛の献血にご協力ください

金主Im (200cc・ 400cc)

9月 30日 ま で の 納 期

●固定資産税………………3期
●国 保 税………………4期
●介護保険料 (普通徴収)・…4期

乳がん 。子宮がん 午前 7:30^ヤ 8:30

結核。基本・胃がん
大腸がん・前立腺がん
肝炎ウイルス

午前 7:30～ 9:30

結核・基本・前立腺がん
大腸がん・肝炎ウイルス 午後 1:00-2:00

結核検診 鉦
〔

コ
ィ

基 本 検 診 (19～29歳 ) 5,000円
基本検診 (30～ 39歳 ) 3.000円

基本検診 (40～ 69歳 ) 2.300円

胃がん検診 1.600円

大腸がん検診 700円

前立腺がん検診 2,300円

乳がん検診 500円
子宮がん検診 1.500円

肝炎 ウイルス検診 1,000円

月  圏 時  間 場  所

10月 16日 (木 )

9:30～11:30 山 形 部 品

13:00-15:30 荒 砥 高 校

生活相談所の相談日
10月 1日 (水)一般相談

10月 8日 (水)弁護士相談並びに一般相談

10月 15日 休)行政特設相談

10月 22日 (水)一般相談

会場 :老 人福祉センター 「八乙女荘J

時間 :午 前10時 から午後 3時 まで

弁護士 :安部 敏さん

弁護士相談は要予約、午前10時 から昼12

時まで。相談は無料です。

■白鷹町社会福祉協議会 (蓉86-0150)


